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研究成果の概要(和文):本研究では､効率的に書く力に娠移するような英文の読み方について、
理論的、実証的検証を行った。文献研究から書く力に転移するような英文の読み方を特定し、
そのような読み方を取り入れたチェックリストを作成し、その効果について実験研究と教室研
究を行った。実験研究からは、読み書きを統合すること自体転移を促進し、チェックリストは
その読み書きの統合をスムーズにすることがわかった。また、教室研究からは、チェックリス
トを使った指導は学習者の英文を書く力を向上させるのに有効であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Thepurposeofthisprogramofresearchistosearchforreading
practicｅｓｗｈｉｃｈａｒｅｌｉｋｅｌｙｔｏｐｒｏｍｏｔｅＥＦＬｌｅarnerswritingability・Achecklistwas
createdbysynthesizingandconcretizingreadingpracticeswhichwerefoundpromising
inpreviousresearchTheeffectivenesｓｏｆｔｈｅｃｈｅｃｋｌｉｓｔｗａsinvestigatedbyan
experimentandclassroomresearchTheresultssuggestthatareadingpracticeuslng
thechecklistpromotesstudents，learningaboutwritingandimprovestheirwriting
performancebothunderexperimentalandnormalschoolconditions．
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合計間接経費直接経費

2007年度 2４００００ Ｌ040,0008０００００

2008年度 1８００００ 7８００００6０００００

2009年度 1５００００ 6５００００5０００００

5７００００ ２４７００００総計 Ｌ９０００００

研究分野：人文学

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育

キーワード：英語教育、書く力、読むか転移、チェックリストwriting、reading、checklisl

ライティング指導を行う場合、読む力を活用

した指導が効率的である。ただ、読む力は自

動的に書く力に転移しないので、どのような

読み方が書く力に転移しやすいのかを特定

する必要がある。

ｌ研究開始当初の背景

近年、研究やビジネスにおいて英語で発信

する力がますます求められるようになって

きた。日本人学生は読むことを中心にした英

語指導を受けていることが多いので、日本で

直接経費 間接経典 合計

2007年度 800000 240.000 １．０４０．０００

2008ｲ｢度 600.000 180.000 780.0()０

2009ｲ｢度 500.000 150.000 650000

総計 1．９０００００ 570.000 2,470,000



動について自己分析もしてもらった。学生の

書いた英文の分析からは、チェックリストが
あるほうが、背景知識とテキスト情報の統合
がよりスムーズに行われ、ジャンルへの意識
が高まることが分かった。学生の自己分析か
らは、チェックリストの質問や指示項目は学
生の読みのガイドとしては使われていたが、
書くプロセスをガイドするほど内在化されて
いないことも分かった。

そこで、書くプロセスにおける読みのガイ
ドとしてさらに「編集用のチェックリスト(a

checklistforrevisions）(AppendixB）」と

「校正用のチェックリスト(agrammarself-

checklist）(AppendixC)」の２つのチェック

リストを作成した。

これら三つのチェックリストを実際の授業

で使ってみて、これらのチェックリストを使
った指導が学生の英文ライティングの向上に
つながるかどうかを検証した。

授業では、プロセス・アプローチ（０９，
Flower＆Hayes，1981；ZameL1982）や、学

生同士の相互評価（０９．，Ｌｉｕ＆Hansen

2005)、フォーカス・オン・フォームの指導

(ｅｇ，Ｌｏｎｇ＆Robinsonl998）などの書く
力を育てるのに有効であるとされる方法も用

いた。授業では、「英文を読むためのチェック

リスト」はモデル文の中から自分の英文を書

く時に使える情報を学ぶために使わせ、「編集

用のチェックリスト」は自分の書いた英文の

構成や表現の確認のために使わせ、「校正用の
チェックリスト」は、英文の文法間違いなど
の最終確認のために使わせた。

この教室研究における効果の測定のために

最初の授業で学生に書いてもらった英文

(pre-test)と最後の授業で同じ条件で書いて
もらった英文(post-testDを比較し、さらに

、pre-testと学生が何度か編集を行った後の
原稿(post-test2)を比較した。結果は、どち
らの比較からも学生の英文ライティングの質

には著しい向上が見られた。また、事後アン

ケートの結果からは、学生の多くがチェック

リストを英文を読むガイドとしても書くため

の情報を得るガイドとしても効果的だと捉え
ていることがわかった。指導後の英文リーデ

ィングやライティングに対する態度の変化に

ついての質問には、多くの学生が英文ライテ

ィングのさまざまな面に注意を向けるように

なったり、英文ライテイングカをつける前提

としての読むことの重要性に気づくようにな

ったり、普段の英文リーディングにおいても
文章の組み立てや英語表現にこれまでよりい

っそう注意を払うようになったと回答してい

る。学生の書いた英文の質の向上はチェック

リストだけの効果であるとは言えないが、少

なくともチェックリストを使った授業が学生

の英文ライテイングカの向上に効果があった

のは確かである。

２．研究の目的

本研究の目的は、効率的に書く力に転移す
るような英文の読み方について、理論的、実
証的検証を行うことにあった。

３．研究の方法

書く力に転移するような英文の読み方を
主に文献研究から特定し、そのような読み方
を取り入れたチェックリストを作成し、その

効果について実証研究（実験と教室研究）を
行った。

４．研究成果

本研究では、効率的に書く力に転移する英
文の読み方について、理論的、実証的検証を
行った。具体的には、読み書きの関係につい

ての研究（ReadingWritingConnection

Studies）で理論的に効果があるとされてい

る英文の読み方を特定し、そのような読み方
を取り入れたチェックリストを作成し、その

効果について実証研究を行った。

まず、リーディング研究、ライティング研

究、英語教育学、第二言語習得研究等の分野
の文献研究から、読む力と書く力は密接に関
連している(０９，Hirvela，2004；Tierney＆

Shanahanl991)が、相違点もある(ｅｇ，

Graba2001)ことがわかった。その相違点と
は、deliberateawarenessとreflectionon

language等の違いである。しかし、読む目的
や読み方を変えることによって、読者の注意
の向き方を変えることができる(０９，

Hayes，1996）こともわかった。そこで、書く
力に転移する可能性のある具体的な読み方を
探した。そして、そのような読み方として、

rhetoricalreading（Carrell＆Conner，

1991)、mining（Greene，1993)、rhetorical

readingstrategies（Haas＆Flower，1988）

等を特定し、これらの読み方を質問や指示項

目として取り入れた「英文を読むためのチェ

ックリスト(ChecklistforreadingEnglish

academictexts（AppendixA)」を作成した。

次に、このチェックリストの効果を調べる

ために、疑似実験を行った。実験では、学生

を２つのグループに分け、実験グループの学
生にはチェックリストを使って英文を読んで

もらい、統制グループの学生にはチェックリ

ストを使わないで同じ英文を読んでもらった

。このリーディング・タスクの前後に同じタ

イトルの英文を書いてもらい、それらを

pre-testとpost-testとして、その英文の
質の変化を調べた。学生に書いてもらった英

文は、英語のネイティブの先生がたに分析評

価してもらった。分析評価項目としては、ジ

ャンルの意識、内容、マクロ・ストラクチャ

ー、マイクロ・ストラクチャー、言語選択の

幅と複雑さ、言語間違いの６項目を使った。

学生には､post-testの後に自分の読み書き行



読みましょう。今回の理解の単位は、まず意
味のまとまりごとで、次に－文ごとです。ゆ

以上のように、本研究で作成したチェック
リスト及び、チェックリストを使った授業は
、実験の結果から見ても教室研究からの結果
から見ても効果があると言えるのではないだ
ろうか。Adler-Kassner＆Estrem（2007）は

“carefullyconsideringwhatweask

studentstoreadhowweaskthemtoread

it，ａｎｄwhy，isanessentialaspectof

writingprogramadministration，，（ｐ３５）
と述べている。英文ライティング指導におい
ては、読み方を指導することも書く力をつけ
させるためには重要な要素である。本研究で

作成したチェックリストを使うことによって

、学習者に英文のどこにいつ注目すべきかを

明示的に指導することが可能となり、ひいて

はそれが学習者の英文ライティングカの向上

につながるのではないかと期待している。

なお、本研究で作成したチェックリストに

使った具体的な質問や指示項目については、

さらなる研究を続け、改良していく必要があ
る。

つくり時間をかけてしっかり理解しましょ

う。

8．ＲｏａｄｔｈｅｔｅｘｔｐｈｒａｓｅｂｙｐｈｒａｓｅＣｈｅｃｋ

ｙｏｕｒunderstandingaftereachphrase

９Checkforthepredicateverb（述語動

詞：どうした。どうだ）andthesubject
（主語：何が）ineachsentence

lOCheckyourunderstandingaftereach
sentence．

自分が英文を書くときに3rdrcading：次は、
使えそうな表現や、自分が書くときに間違え

そうな文法事項などに注意しながら、もう一

度丁寧に英文を読みましょう。必要だったら
辞書を引きましょう。

lLFindthekeywordstounderstandtｈｅ

ｔｅｘｔ

ｌ２Ｆｉｎｄｗｏｒｄｓｗｈｉｃｈｓｈｏｗｔｈｅｄevelopment

ofthetextandrelationshipsbetween

sentences

l3Checkfoｒｔｈｅｗｏｒｄｃｈｏｉｃｅ（語彙選択）

l4Checkforthewordformandgrammatical

structure．（語彙形式と文法形式）

15．Ｃｈｅｃｋｆｏｒｔｈｅｖｅｒｂｔｅｎｓｅａｎｄｖｅｒｂvoice．

（動詞の時制と態）

l6Checkhowthewordsarecombinedwith

eachother（collocationl

eg、ｖｅｒｂａｎｄｐｒｅｐｏｓｉｔｉｏｎｖｅｒｂａｎｄ

ｎｏｕｎａdjectiveandnounpreposition

andnounetc．

AppendixA

ChecklistforreadingEnglishacademic
texts

Beforeyouread：実際英文を読む前に、テ
キスト全体を見渡してください。特に、タイ

トル最初と最後のパラグラフ、各パラグラ

フの最初や最後には重要な情報が書いてあ

ることが多いので、目を留める価値がありま

す。そして、次の質問について考えてくださ
い。

ＬＷｈａｔｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｔｈｅｔｅｘｔｉｓａｂｏｕｔ？

2．Ｃａｌｌｏｎｙｏｕｒｐｒｉｏｒｋｎｏｗｌｅｄｇｅａｎｄ

ｆｅｅlingsaboutthetopic，Ｗｈａｔｄｏｙｏｕ

ｋｎｏｗａｂｏｕｔｔｈｅｔｏｐｉｃ

Afterreading：英文を読んでしまったら、

次の質問について考えてみてください。まず、
筆者の想定した読者や書いた目的について

考え、次に筆者の意見と自分の意見を比べて

みて、自分はどう思うのか考えてみましょう。

17．Ｆｏｒｗｈｏｍｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｔｈｅａｕｔｈｏｒｉｓ

ｗｒitingthetext？

ｌ８Ｆｏｒｗｈａｔｐｕｒｐｏｓｅｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｔｈｅ

ａuthoriswritingthetext？

19．Ｄｏｙｏｕｈａｖｅａｎｙｏｐｉｎｉｏｎｓａｂｏｕｔｔｈｅ

ｉｄeaspresentedinthetext？Ｈｏｗａｒｅ

ｙｏｕｒｏｐｉｎｉｏｎｓｓｉｍｉｌａｒｔｏｏｒｄifferent
fromtheauthor,ｓ？

20．Ｉｆｙｏｕｗｒｏｔｅａｐａｐｅｒａｂｏｕｔｔｈｅｉｓｓｕｅ

ｐrｅｓｅｎｔｅｄｉｎｔｈｅｒeadingmaterial，

whatwouldyouwriteabout？

lsireading：まずは、ざっとテキストの概要
と全体の論理構成をつかむために英文を読

みましょう。その際に、次の質問を念頭に置

きながら読んでください。パラグラフごとに

理解を確認しながら 読みましょう。

sisstatement（主題文）3．

４．

Whereisthethesisstatement（主題文）

intheintroduction？

Whatdoeseachparagraphtellyou？

Checkyourunderstandingaftereach

paragraph

Findmainideas(論点)andsupporting

data(データ、理由、説明）ineach

paragraph

Howhastheauthororganizedhisorher

ideas？Howarethcparagraphsrelated
toeachother？

Whatistheconclusion？

5．

6． ＡｐｐｅｎｄｉｘＢ
ＣｈｅｃｋｌｉｓｔｆｏｒＲｅｖｉｓｉｏｎｓ

Beforeyouread：まず誰を想定して、何を

目的にその英文を書いたのかを確認してく

ださい。

lWhoarethetargetreaders？

2．Ｗｈａｔａｒｅｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｓｏｆｗｒｉｔｉｎｇｔｈｅ

7．

2ndreading：次は、しっかり英文を理解する
ために次の点を確認しながら英文を丁寧に



l6Checkforgrammaticalmistakes，

spellingandpunctuation
paper？

lstreading：最初に、ざっとテキストの概要
と全体の論理構成をつかむために英文を読

みましょう。その際に、次の質問を念頭に置

きながら読んでください。全体が関連しあっ
ていて、英文を書いた目的に合致しています

か。

aWhereisthethesisstatement（主題

文）intheintroduction？

4．Whatdoesoachparagraphtellyou？

Checkyourunderstandingaftereach

paragraph

aFindmainideas（論点）andthe

supportingdetails(データ、理由、説明）
ineachparagraphArethemainideas

developedｓｕｆｆｉｃｉｅｎｔｌｙｂｙｒｅｌａｔｅｄ
ｄｅｔａｉｌｓ？

６Ｈｏｗｈａｓｔｈｅａｕｔｈｏｒｏｒｇａｎｉｚｅｄｈｉｓｏｒｈer

ideas？Howaretheparagraphsrelated
toeachother？

7．Whatistheconclusion？Ｉｓｉｔｒｅｌａｔｅｄ

ｔｏｔｈｅｔｈｅｓｉｓｓｔａｔｅｍｅｎｔ？

Aftorreading：英文を読んでしまったら、

文章全体を見渡し、課題にそっているか、必

要な情報がぜんぶ入っているか、ページデザ
インは見やすいかなどスタイルの面を確か
めてください。

17．Doesthepaperconformtothe

requirementsoftheassignment？

（０９，lengthrules，conventions）
ｌ８Ｃａｎｙｏｕｆｉｎｄａｌｌｔｈｅｎｅｃｅｓｓａｒｙ

ｉｎｆormationinthepaper？

Title,thewriter,slDthewriter，s

name，headingsandtheparagraphs

［(abstractLintroductionbody（具体

的なタイトル），conclusion，

（refercnces)］

19．Isthepagewell-designed？

20．Dothewritingstylacitations，and
referencesconformtoAPA？

AppendixC

Grammarself-checklist

下の例のような間違いをしていないか確認

してください。

Ｌ名詞には冠詞をつけているか。

Englishiscommonlanguage

ltalkedforeigner，

２．単数、複数の区別を確認する。

Elementaryschoolbeginsthe

teachiｎｇｏｆＥｎｇｌｉｓｈ

３．動詞の時制は正しいか。

ＩｓａｗａｆｏｒｅｉｇｎｅｒＷｅｔａｌｋｉｎＥｎｇｌｉｓｈ

Ｅnglishbecomesaninternational

language、

４．動詞からみて、宝語が正しく書けている

か。

ManycountryspeaksEnglishallover

theworld

lnternationalconferencesare

discussedbyEnglish

５．動詞は、きちんとしているか。

Englishbecominguniversallanguage

UsingEnglishisneedtoJapanese、

６．前置詞がちゃんと使われているか。

Englishisusedmanycountries、

７．不完全な文になっていないか。

BecauseEnglishisaninternational

language、

Ｅｎｇｌｉｓｈｉｓｐｏｓｓｉｂｌｅｆｏｒｕｓａｓａｎ

ｅｆｆｅｃｔｉｖｅｍｅａｎｓｔｏｃｏｎｎｅｃｔｗｉｔｈｐｅｏｐｌｅｏf
theworld

８．自動詞と他動詞の区別ができているか。

Wediscussedabouttheproblem

2ndreading：次は、文が自然な流れでつなが
っているか、英語の文構造（S+V）がしっか

りしているかを確かめながら丁寧に読みま

しよう。今回の理解の単位は、まず意味のま

とまりごとで、次に－文ごとです。

8．ＲｅａｄｔｈｅｔｅｘｔｐｈｒａｓｅｂｙｐｈｒａｓｅＣｈｅｃｋ

yourunderstandingaftereachphrase

qCheckforthepredicateverb（述語動

詞：どうした.どうだ）andthesubject

（主語：何が）ineachsentence

lOCheckyourunderstandingaftereach
sentence．

3rdreading：次は、正確な英文になっている

かどうかを確かめるために、もう一度丁寧に

英文を読みましょう。必要だったら辞書を引

きましょう。

lLFindwordswhichshowthedevelopment

ofthetextandrelationshipsbetween
sentences．

（つなぎことば、代名詞が適切に使われてい

るか）

l2Checkforthewordchoice．（語彙選択）

ｌ３Ｃｈｅｃｋｆｏｒｔｈｅｗｏｒｄｆｏｒｍａｎｄｇｒａｍｍａtical

structuro（語彙形式と文法形式）
ｌ４Ｃｈｅｃｋｆｏｒｔｈｅｖｅｒｂｔｅｎｓｅａｎｄｖｅｒｂvoice

（動詞の時制と態）
15．Checkhowthewordsarecombinedwitｈ

ｅａｃｈｏｔｈｅｒ（collocation）

ｅ・gverbandpreposition，verband

nounadjectiveandnoun，preposition

andnounetc、

自信がなければ、英和活用辞典をひくこと。 ５．主な発表論文等



（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）

〔雑誌論文〕（計２件）

①YoshimuraE（2009）Searchingfor

readinginstructionmethodstopromotethe

developmentofEFLwritingability．
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